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学 会 記 事

第49回新潟癌治療 研 究会演題

日 時 平成6年7月16日 (土)

会 場 新潟東映ホテル

2F 朱鷺の間

I.一 般 演 題

い 神経芽細胞腫の治療

-25年間,102例の治療経験から-
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当科における神経芽細胞腫の治療は1969年に始まる.

四半世紀を経過 し手術症例は102例となった.神経芽細

胞腫は従来より予後不良疾患の代表とされてきたが,轟

症をとりまく環境には大きな変化がみられた.積極的外

科治療の導入,進行例に対する統-プロトコ-ルをこよる

廉学的治療の導入,早期診断治療を目的としたマススク

リ-ニソグの導入などがその主なものである.その結果,

最近は長期生存例も多数みられるようをこなっている.今

回,自験例の治療および成績を経時的をこ供覧し神経芽鹿

治療の現況を述べると衆をこ,今後の展望をこついても検討

してみたい.

2)脳腫噂の RF組織内加温
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悪性髄腫壕に対する RF組織内加温法を新 しい治墳

計画法とともに霧介し その臨床成線を報告する.対象

陸幕7例,悪性1)ンべ腫l例)である.加温は 13.56MHz,

民F 波発生装置を用い,3-9 (平均4,8)回行った.

頭蓋内電極は CT 誘導定位脳手術装置にて腫場内-刺

人し,留置 した.照射と併用した例は16例で,再発例の

大半は温熱単独例である.その結果,新 しい治療計画法

により安全かつ容易に加温が行えた,画像上,CR8例,

PRlo飼,ST9例,PD3例の効果が得られた.副作

用として.髄液漏2例,腫療内出血l例､感染 1例.症

侯性脳浮腰2例が認められた.以上から,脳腫感に対す

る RF鼠織内加温は臨床上極めて有用であると思われ

た.

3)再発悪性神経搭腫i･こ対す る CDDP+VP-16

による全身化学墳法の検討
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【目的】再発悪性神経陽腫に対する CDDP+Vp-16療

法の効果と問頓点について検討した.【対象及び方法】28

歳から36歳の1廿例.平均L16.4鼠 投与方法は CDDP20

or30mgL■m2.vp11660oI-90mg:m2を5日間点滴

静注するもので,こIlまで卜-5'7---′L,平均2.8ウ一一

ル施行し,総投与量は CDI)P150mg-790mg(平均 468

mg上 Vp-16450-300Omg(平均 1512mg)で. 1-･

11カ月,平均6.0カ月の follow-upを行った.【結果】

治療効果判定は CT スキャソで行い,CR l鳳 PR2

例,ST5例,PD2例であった.Perf()rmansstatus

は施行前 KPS50-90%で施行後40-100 %で,治療後

悪化 した例はなかった.副作用として骨髄抑制を9例で

認めうち8例で GCSFを使鳳 3例で成分輸血を行っ

た.また,不穏状態が2例で認められた.E結論】再発

悪性神経厚瞳に対する CDDP+VP-16帝法は300bC')

responserateであったが,その有用性についてはさら

に症例を束ねて検討する必要がある.

4)腎細胞癌 における E･--カ トへ りンの発現 ;
転移,予後 との関係について
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癌の転移過程において,細胞が遊離する際には同種細

胞間の接着磯能の減弱が必要であると考えられる.そこ

で我々は,広 く正常上皮に発現 している同唖細胞間接着

分子 E-カド-リソをこついて腎癌の原発巣および転移巣

での発現を免疫組織学的に検索 し,転移,予後との関係

について検討 した.

【対象と方法】腎癌原発巣 106例と転移巣8例の切除

標本より凍結切片を作成し,抗 E-カド-リンモノクロー

ナル抗体 HECD-1を用いて免疫組織染色を行った.

(平均観察期間 :腎摘除術より32カ月または死亡までで


